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有
馬
の
土
産
物
の
一
つ
に
炭
酸
せ
ん
べ

い
が
あ
り
ま
す
。
大
正
四
年
発
行
の
有
馬

の
旅
行
案
内
『
摂
北
温
泉
誌
』
に
は
「
風

味
淡
泊
滋
養
成
分
も
亦
富
饒
、
殊
に
消
化

を
促
し
衛
生
上
大
方
の
喝
采
を
博
し
、
進

物
用
其
他
土
産
用
と
し
て
好
適
當
品
な
り
」

と
あ
り
ま
す
。 

有
馬
温
泉
の
炭
酸
泉
は
炭
酸
ガ
ス
に

よ
っ
て
虫
や
鳥
が
死
ん
で
し
ま
う
た
め
、

か
つ
て
は
毒
水
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
八
年
に
水
質
検
査
が
行
わ

れ
、
実
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
豊
富
に
含
む
有

効
な
炭
酸
泉
で
、
飲
む
と
胃
腸
に
よ
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
明
治
十
二
年
発
行

の
『
有
馬
温
冷
両
泉
分
析
表 

附
雑
記
』

に
は
有
馬
の
物
産
と
し
て
瓶
詰
さ
れ
た
炭

酸
水
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
炭
酸
水
を
活
用
し
て
独
自
の
菓
子

を
作
ろ
う
と
試
み
た
の
が
、
有
馬
の
三
津

繁
松
で
す
。
彼
は
明
治
四
〇
年
ご
ろ
に
、

地
元
旅
館
の
風
早
次
郎
と
大
阪
の
医
師
・

緒
方
惟
準
の
指
導
を
受
け
て
せ
ん
べ
い
を

作
り
始
め
ま
し
た
。
原
料
は
小
麦
粉
と
片

栗
粉
、
砂
糖
、
炭
酸
水
の
み
で
す
。
試
行

を
重
ね
て
現
在
の
生
地
を
薄
く
焼
き
あ
げ

る
方
法
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
で

は
複
数
の
お
店
が
手
が
け
、
ほ
ん
の
り
甘

く
サ
ク
サ
ク
パ
リ
パ
リ
と
し
た
食
感
が
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。 
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参
考
：
『
神
戸
う
ま
い
も
ん
』
『
見
て
聞
い
て
歩

く
有
馬
』
ほ
か 

 

炭酸泉 『有馬温泉誌』(明治27年)より 

炭
酸
せ
ん
べ
い 

 こ
れ
よ
し 

た
う
ひ
ん 

ふ
け
う 
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光
と
風
と
夢 

街
角
の
記
憶
を
歩
く 

樋

口
大
祐
・
加
藤
正
文
文 

三
津
山
朋
彦
写

真
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
神
戸
を
は
じ
め
兵
庫
県
内
の

街
角
を
訪
れ
、
そ
の
場
所
に
刻
ま
れ
た

人
々
の
記
憶
を
探
る
紀
行
で
あ
る
。 

例
え
ば
地
下
鉄
「
み
な
と
元
町
駅
」

入
口
の
赤
煉
瓦
壁
は
、
明
治
四
十
一
年

竣
工
の
旧
第
一
銀
行
神
戸
支
店
の
外
壁

で
あ
っ
た
。
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
、
壁
の
裏
側
を
補
強
し
て
活
用

し
、
今
も
往
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。 

ま
た
文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
場

所
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
須
磨
区

板
宿
は
、
山
本
周
五
郎
の
短
編
「
陽
気

な
客
」
の
作
中
で
酔
客
が
語
る
亡
き
友

人
の
宿
が
あ
っ
た
場
所
だ
と
い
う
。 

場
所
が
持
つ
記
憶
に
思
い
を
馳
せ
て

街
歩
き
を
し
て
み
る
の
も
一
興
で
あ
る
。 

  

         

タ
ン
タ
ン
、
あ
り
が
と
う 

神
戸
と
パ
ン

ダ
の
記
録 

神
戸
新
聞
社
編
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

タ
ン
タ
ン
と
コ
ウ
コ
ウ
、
二
頭
の
パ

ン
ダ
の
来
日
は
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

人
々
を
勇
気
づ
け
、
二
頭
は
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
た
。
お
っ
と
り
し
た
性

格
で
マ
イ
ペ
ー
ス
な
タ
ン
タ
ン
は
神
戸

の
お
嬢
様
と
呼
ば
れ
て
愛
さ
れ
た
。
来

日
か
ら
二
四
年
、
今
年
三
月
に
タ
ン
タ

ン
は
二
八
歳
で
病
死
、
人
間
で
い
え
ば

一
〇
〇
歳
近
く
の
高
齢
で
あ
っ
た
。
本

書
は
神
戸
新
聞
の
記
事
と
写
真
で
綴
る

タ
ン
タ
ン
の
思
い
出
の
記
録
で
あ
る
。 

 

関
西
華
僑
の
生
活
史 

神
阪
京
華
僑
口
述

記
録
研
究
会
編
（
松
籟
社
） 

書
名
に
あ
る
「
生
活
史
」
と
は
個
人

の
生
涯
や
半
生
を
聞
き
取
っ
て
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
神
戸
を
は

じ
め
と
す
る
各
地
で
暮
ら
し
て
き
た
華

僑
た
ち
四
五
名
の
生
活
史
が
集
め
ら
れ

て
い
る
。
老
舗
豚
ま
ん
店
の
オ
ー
ナ
ー

が
語
る
戦
後
す
ぐ
の
混
沌
と
し
つ
つ
も

活
気
に
み
ち
た
南
京
町
の
様
子
な
ど
、

か
つ
て
の
神
戸
の
姿
が
聞
き
書
き
な
ら

で
は
の
生
き
生
き
と
し
た
筆
致
で
綴
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
史
に
関
す
る

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
あ
り
、
本
書
を
起
点

に
多
く
の
本
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。 

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
！ 

甲
北
生
が
選
ん

だ
い
い
と
こ
ろ
集 

兵
庫
県
立
神
戸
甲
北

高
等
学
校
48
回
生
編
（
交
友
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
友
月
書
房
） 

本
書
は
県
立
神
戸
甲
北
高
等
学
校
の

生
徒
が
、
訪
れ
て
ほ
し
い
地
元
の
ス

ポ
ッ
ト
を
取
材
し
記
事
を
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
高
校
の
あ
る
北
区
北
鈴
蘭
台

を
中
心
に
、
兵
庫
県
内
に
あ
る
神
社
、

公
園
、
飲
食
店
、
区
役
所
な
ど
を
幅
広

く
紹
介
す
る
。
高
校
生
な
ら
で
は
の
率

直
な
感
想
や
取
材
先
の
人
々
と
の
交
流

も
印
象
的
。
写
真
も
多
く
、
各
ス
ポ
ッ

ト
を
訪
れ
た
く
な
る
。 

 

平
野
の
ま
ち
の
物
語 

玉
川
侑
香
（
風
来

舎
） 

戦
後
か
ら
兵
庫
区
平
野
に
住
む
著
者

が
、
両
親
や
近
所
の
人
々
、
友
達
の
こ

と
な
ど
、
小
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て

思
い
出
を
綴
っ
た
。
平
野
市
場
で
商
売

を
始
め
た
父
の
仕
入
れ
に
神
戸
駅
ま
で

自
転
車
の
荷
台
に
乗
っ
て
付
い
て
い
っ

た
話
。
有
馬
街
道
が
通
行
止
め
に
な
る

ほ
ど
賑
わ
っ
た
と
い
う
祇
園
神
社
の
お

祭
の
話
。
石
井
川
で
魚
や
水
草
を
採
っ

て
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
、
心
和
む
風
景
が

描
か
れ
て
い
る
。
夢
野
町
の
生
家
で
の

暮
ら
し
を
記
し
た
『
「
れ
ん
が
小
路
」

の
足
音
』
に
続
く
作
品
で
あ
る
。 

深
江
の
心
象
風
景 

ふ
る
さ
と
神
戸
の
回

想
録 

岡
田
茂
義
著 

大
国
正
美
編
（
福

田
誠
子
） 

 
 

東
灘
区
の
南
東
に
位
置
す
る
深
江
は
、

大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
に
移
り
住

ん
だ
外
国
人
ら
に
よ
っ
て
国
際
交
流
の

場
と
な
り
、
後
に
深
江
文
化
村
と
称
さ

れ
た
。
著
者
の
岡
田
茂
義
（
一
九
〇
七

～
二
〇
〇
三
）
は
、
深
江
で
代
々
網
元

を
務
め
、
明
治
に
は
村
長
を
輩
出
し
た

旧
家
の
出
身
。
明
治
末
期
か
ら
平
成
に

か
け
て
の
こ
の
回
顧
録
は
、
当
時
の
情

景
や
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
証
言
で
あ
る
。
著
者
を
よ
く
知
る

人
々
の
エ
ッ
セ
イ
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、

陶
芸
や
絵
画
、
音
楽
、
庭
を
愛
す
る
著

者
の
嗜
好
が
モ
ダ
ン
で
文
化
的
な
深
江

の
地
で
培
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
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横溝正史（本名・正史）は、現在の中央区東川崎町に生まれ育ちました。本好きの少年で三津木春影の

探偵小説を愛読し、神戸二中（現兵庫高校）では同じく探偵小説好きの友人・西田徳重と四六時中語り合

い、外国の探偵雑誌を探して三宮の古本屋をまわるなど、24歳で江戸川乱歩の招きに応じて上京するま

で、探偵小説に魅せられた日々を神戸で過ごします。 

自伝「続・書かでもの記」に神戸市立図書館のエピソードがあります。小学校6年生のとき、『古城の秘

密』の前編を近所の人から貸してもらい夢中になるが後編が手に入らず血眼で探していたところ、図書館

のカタログ（目録）で見つけ大喜びしたと回想しています。大正3年当時、図書館は相生町にあり、横溝の

家から15分ほどの距離で足繁く通っていたといいます。また、図書館は大正10年に大倉山へ移転します

が、その翌年に図書館で行われた馬場孤蝶の講演会「探偵小説の話」を徳重の兄の西田政治と聴講、同じ

会場には知り合う前の江戸川乱歩がいたそうです。 

まさし 

 

上京後は雑誌「新青年」の編集長を務め、昭和7年から文筆に

専念。戦後、『本陣殺人事件』をはじめに名探偵・金田一耕助

が活躍する長編を次々と発表し、本格探偵小説の第一人者の地

位を確立しました。昭和40年代後半から、作品の文庫化や相次

ぐ映画化により横溝ブームが起こりました。『八つ墓村』『悪

魔が来りて笛を吹く』『悪魔の手毬唄』など神戸が登場する作

品が多数あります。 

＊1「続・書かでもの記」『横溝正史自伝的随筆集』所収  

＊2『古城の秘密』は、三津木春影訳 原作はモリス・ルブランの『813』 

＊3 小説家・翻訳家 ＊4『探偵小説四十年』江戸川乱歩著より 

 

＊3 

 ＊4 

 

＊2 

 

み つ ぎ 

 

しゅんえい 

 

まさじ 

 

＊1 

 

 『古城の秘密 後編』の目録カード（当館蔵） 
当時、検索用に冊子とカード式の目録が備えられ

ていた。横溝はどの目録を見たのだろうか。  
※本は除籍、所蔵していません。 

 

こちょう 

 

神
戸
は
み
だ
し
近
代
歴
史
め
ぐ
り 

写
真

で
見
る
サ
ブ
カ
ル
郷
土
史 

佐
々
木
孝
昌

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
、
神
戸
新
聞
で
連
載
中
の

「
四
ツ
目
が
と
お
る
～
兵
庫
は
み
だ
し

近
代
考
」
の
第
五
〇
回
ま
で
を
加
筆
・

修
正
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

著
者
は
生
粋
の
神
戸
っ
子
。
フ
リ
ー

の
ラ
ジ
オ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ラ
イ
タ
ー

を
生
業
と
し
、
「
メ
イ
ン
の
郷
土
史
か

ら
抜
け
落
ち
た
」
「
学
術
的
研
究
対
象

に
も
な
ら
な
い
」
よ
う
な
歴
史
の
痕
跡

や
事
跡
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
「
サ
ブ

カ
ル
郷
土
史
家
」
と
し
て
も
活
動
す
る
。 

 
 

温
泉
跡
地
や
幻
の
梅
林
、
電
柱
や
銅

像
な
ど
、
主
に
明
治
か
ら
戦
前
期
に
兵

庫
県
内
に
存
在
し
た
名
所
や
建
造
物
を

取
り
上
げ
る
。 

            

神
戸
文
芸
文
化
の
航
路 

画
と
文
か
ら
辿

る
港
街
の
ひ
ろ
が
り 

大
橋
毅
彦
（
琥
珀

書
房
） 大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
海
港
都
市

神
戸
に
は
、
多
彩
な
才
能
が
集
ま
っ
た
。

作
家
・
詩
人
・
画
家
等
が
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
て
交
流
、
協
同
、
影
響
し
あ
い
文

化
空
間
を
生
み
出
し
て
い
た
。 

詩
人
の
竹
中
郁
、
井
上
増
吉
、
版
画

家
の
川
西
英
、
作
家
の
陳
舜
臣
な
ど
に

目
を
向
け
る
ほ
か
、
関
西
学
院
大
学
で

発
行
さ
れ
た
同
人
誌
等
を
取
り
上
げ
、

神
戸
の
街
で
育
ま
れ
た
諸
芸
術
の
多
様

性
と
ひ
ろ
が
り
を
考
察
す
る
。
芸
術
家

た
ち
の
協
同
の
例
と
し
て
、
昭
和
二
十

五
年
（
一
九
五
〇
）
に
中
央
図
書
館
で

開
催
さ
れ
た
「
中
国
現
代
版
画
展
覧
会
」

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

  

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

黴
の
生
え
た
病
棟
で 

ル
ポ
神
出
病
院
虐
待

事
件 

神
戸
新
聞
取
材
班
（
毎
日
新
聞
出

版
） 

甲
子
園
球
場
１
０
０
年
史 

工
藤
隆
一

（
河
出
書
房
新
社
） 

ね
じ
れ
た
空
を
背
負
っ
て 

た
か
と
う
匡

子
（
思
潮
社
） 

 

                    

         

 

                              

神戸  その㉛  
あんな人こんな人 

横溝 正史 よこみぞ・せいし 探偵小説の巨匠 

明治35年(1902)～昭和56年(1981） 

か
び 
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
108 

 

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド 

 

 

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
の
海
沿
い
に
あ
る
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
、
多
く
の
施
設
や
店

舗
が
あ
り
、
神
戸
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

か
つ
て
国
鉄
（
現
・
Ｊ
Ｒ
）
の
貨
物
駅
で

あ
る
湊
川
駅
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
を
中
心

に
再
開
発
し
て
街
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
十
一
日
、

日
本
で
二
番
目
の
鉄
道
路
線
が
大
阪
と
神

戸
の
間
に
開
通
し
ま
し
た
。
当
時
の
神
戸

駅
は
車
両
整
備
な
ど
の
工
場
も
併
設
さ
れ
、

広
大
な
敷
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

          

同
駅
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
海
沿

い
の
部
分
を
湊
川
駅
と
し
て
分
離
新
設
し

て
貨
物
の
取
り
扱
い
業
務
を
移
行
し
、
貨

物
専
用
駅
と
し
ま
し
た
。
貨
物
列
車
は
戦

前
・
戦
後
と
、
日
本
の
経
済
を
支
え
る
一

端
を
担
い
ま
す
が
、
海
運
で
の
コ
ン
テ
ナ

輸
送
の
増
大
と
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
移

行
が
進
み
、
同
駅
分
離
時
三
二
万
ト
ン
以

上
あ
っ
た
貨
物
発
送
量
は
昭
和
五
十
年
に

は
一
五
万
ト
ン
と
減
少
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
か
つ
て
は
新
開
地
な
ど
神
戸
駅

周
辺
が
市
の
中
心
地
で
し
た
が
、
戦
後
そ

の
地
位
は
次
第
に
三
宮
に
移
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

  

神
戸
市
は
神
戸
駅
周
辺
の
活
性
化
の
た

め
に
、
湊
川
駅
の
あ
る
土
地
に
着
目
し
ま

す
。
国
鉄
に
貨
物
駅
移
転
の
要
望
を
出
し
、

駅
跡
地
を
中
心
と
し
た
地
域
の
再
開
発
計

画
を
打
ち
出
し
は
じ
め
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
、
「
新
・

神
戸
市
総
合
基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）」
で
神
戸
駅
周
辺
を
「
都
心
の
西
の
核
」

と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
受
け
て
五
十
八
年
か
ら
五
十
九

年
に
か
け
て
「
国
鉄
湊
川
駅
跡
地
利
用
計

画
策
定
委
員
会
」
が
詳
細
な
検
討
を
行
い
、

１
．
平
野
か
ら
東
川
崎
へ
つ
な
が
る
住
宅

と
商
業
が
中
心
の
生
活
文
化
軸
、
２
．
大

倉
山
か
ら
神
戸
駅
へ
の
神
戸
文
化
軸
、
３
．

三
宮
か
ら
神
戸
駅
へ
の
業
務
商
業
軸
、
４
．

神
戸
駅
東
部
か
ら
神
戸
港
へ
と
展
開
す
る

臨
港
地
域
と
い
う
四
つ
の
軸
が
交
差
す
る

「
扇
の
要
」
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
と

と
も
に
、
都
市
周
辺
に
お
い
て
得
が
た
い

規
模
を
も
っ
て
い
る
と
報
告
し
ま
し
た
。 

           

湊
川
駅
は
昭
和
五
十
七
年
に
業
務
を
停

止
、
六
十
年
に
正
式
に
廃
止
さ
れ
、
神
戸

市
が
そ
の
土
地
を
購
入
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
湊
川
駅
跡
地
の
名
称
は
、
市
民
か

ら
の
公
募
に
基
づ
き
「
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
」

に
決
定
し
ま
し
た
。「
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
地
区
地
区
計
画
」
も
策
定
さ
れ
、「
海
に

つ
な
ぐ
文
化
都
心
の
創
造
」
を
基
本
テ
ー

マ
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
が
具
体
化
し
て
い

き
ま
す
。 

       

 

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
内
の
施
設
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
南
側
に
教
育
・
住
宅
施
設
、

中
心
部
に
商
業
・
文
化
施
設
、
北
側
に
各

種
事
務
所
を
擁
す
る
業
務
施
設
を
置
き
、

東
側
の
岸
壁
は
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
年
十
月
三
日
、
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
着
工
記
念
式
が
執
り
行
わ
れ
、
ま
ず

公
共
施
設
・
教
育
施
設
か
ら
工
事
が
開
始

し
、
市
立
盲
学
校
、
市
立
摩
耶
兵
庫
高
等

学
校
が
こ
こ
に
移
転
、
市
立
湊
小
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。
中
心
部
に
は
阪
急
百
貨

店
、
西
武
百
貨
店
、
ダ
イ
エ
ー
、
オ
ー
ガ

ス
タ
プ
ラ
ザ
が
出
店
し
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
も
開
業
、
神
戸
新
聞
社
も
移
転

し
ま
す
。
東
側
の
高
浜
岸
壁
に
は
、
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
複
合
商
業
施
設
「
モ

ザ
イ
ク
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
九
月
一
日
に

行
わ
れ
た
街
び
ら
き
記
念
式
典
に
は
数
千

人
が
訪
れ
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。『
神
戸

新
聞
』
の
記
事
に
、
訪
れ
た
人
が
「
店
な

ど
が
ち
ら
ば
っ
て
あ
る
の
で
、
な
ん
だ
か

万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
歩
い
て
い
る
よ
う

な
気
分
」
と
話
し
た
と
あ
り
ま
す
。
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
期
待
の
新
名
所
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

  

建設初期のハーバーランド。 

学校（敷地右下）から建設が始

まった。 

画像：『KOBE HARBORLAND』より 

明治22年に竣工した二代目神戸駅。

写真の左側部分が後に湊川駅とし 

て分離する。 

画像：『神戸駅史』より 

「扇の要」としての位置づけ概念図 

※
現
在
の
出
店
店
舗
、
ホ
テ
ル
と
は
異
な
り
ま
す 
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